
〈
緑
で
い
っ
ぱ
い
の
都
市
に
〉
こ

れ
は
パ
リ
市
長
の
公
約
で
す 

。
今

秋
、
パ
リ
を
訪
ね
ま
し
た
。
パ
リ
市

庁
舎
前
の
広
場
は 「
都
市
の
森
」
に

生
ま
れ
変
わ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
自

動
車
の
進
入
を
禁
止
し
た
セ
ー
ヌ
川

河
岸
の
歩
行
者
道
路
で
は
、
お
年
寄

り
も
若
者
も
散
歩
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
無
く
し
て
植
樹
す
る
政
策

も
進
ん
で
い
ま
す 

。
パ
リ
は
東
京

以
上
に
車
社
会
で
す
が
、
公
約
の
実

現
に
向
け
て
緑
を
増
や
し
、
車
重
視

か
ら
人
中
心
へ
の
転
換
と
い
う
大
胆

な
挑
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
千
代
田
区
で
は
イ
チ
ョ
ウ

の
街
路
樹
を
切
る
道
路
整
備
が
強
行

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
木
を
切

る
千
代
田
区
と
木
を
植
え
る
パ
リ

市
。
ト
ッ
プ
の
政
治
家
が
違
え
ば
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
正
反
対
に

な
り
ま
す
。

樋
口
高
顕
区
長
は
「
区

長
報
酬
２
割
カ
ッ
ト
」
の

公
約
を
掲
げ
て
当
選
し

ま
し
た 

。
条
例
で
２
割

カ
ッ
ト
を
決
め
ま
し
た

が
、
期
限
は
当
選
の
翌

年
２
月
末
日
ま
で 

。
そ

れ
以
降
は
２
割
カ
ッ
ト

し
て
い
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、

２
０
２
４
年
８
月
分
は
官
製
談
合
事
件
の

責
任
で
減
額
） 。

千
代
田
区
長
の
基
本
給
与
は
23
区

で
一
番
高
く 

月
額
１
２
８
万
６
千

円
で
す
（
令
和
４
年
６
月
１
日
時

点
） 

。
期
末
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
を

含
め
た
千
代
田
区
長
の
年
収
は
約

２
２
０
０
万
円
、
４
年
間
で
約

８
８
０
０
万
円
。
区
民
は
任
期
４
年

間
を
通
し
て
「
区
長
報
酬
２
割
カ
ッ

ト
」
す
る
と
思
っ
た
は
ず
で
す
。
し

か
し
３
年
間
分
の
約
１
３
２
０
万
円

は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら

千代田の美観は
「世界に誇る伝統と国民性の結晶」

清水あつし

「千代田区民の声を届ける会」（千声会）は、地域のよい環境を守り、より良いまちづくりを進めるために行政や議会に区民の声を届けるべく、有志を中心
に立ち上げた会です。千代田区では近年、地域の人々の様々な声を十分に吸い上げず、住民に対する説明やその手順も不十分なままで、一部事業者の優遇や、
開発ありきとしか思えないような地区計画の変更・地域開発を、強引と言わざるを得ないやり方で進めています。

私たちは、地域の一人ひとりが持つ多様な意見を交え、より豊かな地域を一緒につくっていきたいと考えています。その声は小さくても、集まれば力になり
ます。その第一歩として、「千声会」はこの「かわら版」を作りました。手に取ったみなさまが、ふと立ち止まり一緒に考えてくださることを願っています。
そして、一緒に住みよいちよだをつくりませんか。

に
樋
口
区
長
は
約

２
４
０
０
万
円
の

退
職
金
を
受
け
取

る
予
定
で
す
。
現

在
の
条
例
で
は
退

職
金
も
２
割
カ
ッ

ト
（
約
４
８
０
万

円
）
さ
れ
ま
せ
ん
。

区
長
が
お
金
の

面
で
自
分
に
甘
け
れ
ば
官
製
談
合
を

起
こ
し
た
組
織
を
律
す
る
改
革
は
で

き
ま
せ
ん
。
樋
口
区
長
は
２
割
カ
ッ

ト
分
の
約
１
８
０
０
万
円
を
返
納
す

べ
き
で
す
。

樋
口
区
長
の
公
約
違
反
は
「
公
約

と
は
何
だ
ろ
う
か
？
」
と
の
疑
問
を

私
た
ち
に
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
選

挙
の
時
に
調
子
の
良
い
公
約
を
並

べ
、
当
選
し
た
ら
公
約
が
破
ら
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う

に
投
票
す
る
政
治
家
を
選
べ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
公
約
は
一
票
を

投
じ
る
有
権
者
と
の
約
束
で

す
。だ

か
ら
こ
そ
、
公
約
は
パ

リ
市
の
よ
う
に
大
胆
な
政
策

を
進
め
る
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。
２
０
２
５
年
２
月
２

日
は
千
代
田
区
長
選
挙
で

す
。
区
長
候
補
の
公
約
に
注

目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
声
会

ち 
よ 

だ 
か
わ
ら
版

千 声 会
sensei_info@ml.globis.co.jp

2024 年最終号

次世代にわたす、私たちの「くらし」に必要なもの

2024 年 12 月 10 日発行

２月の千代田区長選を前に

伝えたいこと！
ぼうごなつこ

絵ハガキ「参謀本部の遠望」（明治大正頃）

〈
公
約
〉
と
は
何
だ
ろ
う
か
？

東
京
千
代
田
法
律
事
務
所
　
弁
護
士
　
大
城 

聡      ＜参考＞
●「パリは緑の都市に変貌？」（時事ドットコム『ふらんす』2020年3月号掲載）
　　https://www.jiji.com/jc/v2?id=2017franceactu_31
●「パリに緑を、気候対策で市が計画－駐車場撤去して植樹、オアシス設置」（ブルームバーグ　2024年11月19日）
●「令和3年1月31日執行　千代田区長選挙　選挙公報」（千代田区選挙管理委員会）
　　https://seijiyama.jp/pdf/koho/20210131_131016_1.pdf
●  文京区ホームページ「特別区（23区）特別職等年収一覧【区長】令和4年6月1日現在」
　　https://www.city.bunkyo.lg.jp/documents/5756/10.pdf
●  千代田区長及び副区長の給与及び旅費条例（最終改正：令和元年11月29日条例第20号）
●  千代田区長の給与の特例に関する条例（令和３年３月26日条例第11号）
●  千代田区長及び副区長の給与の特例に関する条例（令和６年７月11日条例第18号）
●  千代田区長等の退職手当に関する条例（最終改正：平成21年11月30日条例第25号）
※  千代田区の各条例は例規集で検索できます。 https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kuse/gaiyo/rekishu.html

世界を旅した画家・藤田嗣治は、その著書
で東京駅から六番町自宅までの都市景観を
「世界に誇るべきわが伝統と国民性との結
晶」と表した。（『随筆集地を泳ぐ』）　
千代田の美観とは日本国の誇りと威信その
もので、役所や土建屋の利権に左右されて
はならない──などと私ごときが言わねば
ならないこと自体が情けない。



千代田区が丸見え！おもしろ データ

生活の質・住環境を更に良くするために、あなたの声を聞かせてください

私たちが目指す千代田区
  1、歴史・教育・文化を大切にする“ まち” 
  2、いつまでも住みたい、そして住み続けられる“ まち”
  3、一人ひとりが尊重され、区民の声が届く“ まち”

千代田区民の声を届ける会　事務局　sensei_info@ml.globis.co.jp

代表　堀義人 千声会 HP

2024 年 12 月 10 日発行 ちよだかわら版 2024 年最終号（千声会）

若者 ･ 女性の政治参加から考える

「もっと良くなる ちよだ の未来」

ちよだカフェ・第５回レポート

11 月 5 日 に 開 催 さ れ た 第 ５ 回 ち よ だ カ

フェでは、能條桃子さん（NO YOUTH NO 

JAPAN 代表）の講演、久道瑛未さん（千代

田区の弁護士）、おちょこまむさん（千代

田区在住）、会場からのご発言も含め、活

発な意見が交わされました。

能條さんは、20 代の投票率が 80％を超える

デンマークに 2019 年に留学。デンマークでは小学生から自分に「権利」がある

ことを大人たちが教えていると語り、「（政治活動は）特別な子たちがやるので

はなく、当たり前にある。デモをどう実行するか、立候補の仕方、政党の作り

方も教科書に載っている」と話しました。

久道さんは「千代田区は日本の中心で住民参加の

機会、人材、環境も整っているのに、対話システ

ム、声を吸い上げる仕組みが整ってない。ここか

ら変えていくことには日本全体にとっても千代田

区に意義がある」と語りました。おちょこまむさ

んの「みんなで政治について話せる空気を作ろう

と伝えたい。それが普通という社会を作っていき

たい」という言葉も印象的でした。

子どもたちと「どんな“まち”や“くらし”がいい？」

と、政治を語れる未来にしたいですね。

 二番町地区計画変更（日テレ跡地再開発）について、
 本年７月に告示がありましたが、

・どう決まったの？
・都計審の附帯決議ってどんなもの？
・工事はいつからどのくらい？
・エリマネ棟って何？

など、いろいろわからないとの声が多く寄せられています。
そこで、これらについて、区の担当の方から説明をうかがえることになりました。
どなたでもご参加いただけます。皆様のご来場をお待ちしております。　　　　 

内容：今年 7 月に決定した「二番町地区計画変更」の
　　　区のご担当者による説明および質疑応答
申込：URL、 QR どちらからでも、ご入力ください。
　　　https://forms.gle/d9ga221xgzwG5FEj8 

※区が配布資料数を確認するためです（ニックネーム可）
※質問も記入できます
※当日の飛び込み参加も可能ですが、資料の都合上、できるだけ事前申し込みをお
願いいたします。

二番町地区計画変更の
説明会のお知らせ12/17

（火）

2024

時間：18:00〜
会場：グロービス経営大学院東京校   １F ホール

            千代田区二番町５－１アクセスは、QR コードでウェブのページ
を開いたら「東京校」を選ぶ（麹町駅 5 番
出口でて右へ 1 分）

千
代
田
区
で
は
、
年
々
マ
ン
シ
ョ

ン
が
増
加
し
て
お
り
、
都
内
で
も
そ

の
数
が
非
常
に
多
い
地
域
で
す
。『
千

代
田
区
住
宅
白
書
』（
令
和
６
年
３

月
）
に
よ
る
と
、
平
成
12
年
に
22
・

８
％
（
３
１
４
６
戸
）
あ
っ
た
一
戸

建
て
住
宅
の
割
合
は
、
令
和
2
年
に

は
４・４
％
（
１
４
８
８
戸
）
に
減
少

し
て
い
ま
す
（
右
図
）。
一
方
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
の
共
同
住
宅
は
急
増
し
、

平
成
12
年
の
72
・
３
％
（
９
９
９
０

戸
）
か
ら
令
和
2
年
に
は
92
・
１
％

（
３
１
３
２
４
戸
）
と
な
り
、
約
20
ポ

イ
ン
ト
（
戸
数
は
３
・
14
倍
）
の
増

加
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
全

体
の
共
同
住
宅
割
合
は
70
・
６
％
、

特
別
区
で
は
75
・
６
％
で
す
。
千
代

田
区
の
92
・
１
％
と
い
う
数
字
が
い

か
に
高
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。

町
会
加
入
率
を
居
住
形
態
別
に
見

て
み
る
と
、
一
戸
建
て
の
持
ち
家
で

は
95
％
以
上
が
加
入
し
て
い
る
の
に

対
し
、分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
59・３
％
、

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
は
23
・
３
％
と
低

い
水
準
で
す
。
こ
の
加
入
率
に
は
マ

ン
シ
ョ
ン
単
位
で
の
一
括
加
入
も
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
住
民
が

参
加
し
て
い
る
割
合
は
さ
ら
に
低
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

に
対
し
て
、
町
会
・
地
域
と
の
関
わ

り
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
が
課
題

と
言
え
ま
す
。

ま
た
、『
千
代
田
区
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
実
態
調
査
報
告
書
（
令
和
６
年
５

月
）』
で
建
築
時
期
を
調
べ
る
と
、
区

内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
５
０
９
棟
の

う
ち
約
４
分
の
１
に
あ
た
る
１
３
２

棟
が
旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
て
い

ま
す（
左
図
）。特
に
麹
町
地
域（
78
棟
）

や
富
士
見
地
域
（
27
棟
）
に
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。
区
は
耐
震
診
断
や

耐
震
補
強
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
費
用
の
確
保
や
合
意
形
成
の
難

し
さ
か
ら
、
進
展
し
に
く
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
問
題
は
、
ま
ち
づ

く
り
・
再
開
発
と
も
深
く
関
わ
り
が

あ
り
ま
す
。
今
後
、
人
口
減
少
が
進

む
中
で
も
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
を

促
し
続
け
る
の
か
、
あ
る
い
は
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
等
の
手
法
を
取
り
入
れ

て
い
く
の
か
、
区
の
方
針
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

出典：千代田区住宅白書（令和６年３月）

出典：千代田区分譲マンション実態調査報告書（令和６年５月 ）

　千声会では、今年 7月より千代田区のまちづくりを住民目線で考える『ちよだかわら版』を発行し、『ちよだカフェ』を開催してきました。

上記 12 月 17 日は、今年最後の、これからの千代田区を考える重要な説明会です。是非ご参加ください！

　また、今号が『ちよだかわら版』の本年最終号です。半年間、読んでくださったみなさま、ご寄付で支えてくださったみなさま、本当にあ

りがとうございました。どうぞ良いお年をお迎えください！


